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組
合
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
輝
か
し
い
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と

と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。旧
年
中
は
、

Ｊ
Ａ
事
業
に
格
別
の
ご
理
解
・
ご
協
力

を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
は
１
年
を
通
し
て
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
対
応
に
苦
慮

す
る
年
と
な
り
ま
し
た
。
年
初
よ
り
中

国
武
漢
市
発
の
感
染
症
が
瞬
く
間
に
全

世
界
的
な
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
と
な
り
、
経

済
は
も
と
よ
り
我
々
の
日
常
生
活
に
も

大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。
石
川

県
に
お
い
て
も
複
数
の
ク
ラ
ス
タ
ー
が

発
生
す
る
な
ど
、
人
口
当
た
り
の
感
染

者
数
は
全
国
の
中
で
も
上
位
に
位
置
づ

け
ら
れ
る
広
が
り
を
見
せ
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
事
業
に
お
い
て
も
直
接
・
間
接

に
コ
ロ
ナ
の
影
響
を
受
け
、
対
面
型
推

進
訪
問
の
自
粛
や
大
規
模
展
示
会
等
の

中
止
な
ど
組
合
員
・
利
用
者
の
皆
様
に

ご
不
便
を
か
け
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
と
り
わ
け
、米
に
つ
い
て
は
中
食
・

外
食
の
需
要
激
減
に
よ
り
全
国
的
な
供

給
過
剰
感
が
強
ま
り
厳
し
い
販
売
環
境

と
な
る
中
、
令
和
３
年
産
の
大
幅
生
産

調
整
が
求
め
ら
れ
る
状
況
と
な
り
ま
し

た
。

　

こ
う
し
た
中
、
中
期
３
か
年
計
画
に

掲
げ
た
「
経
営
基
盤
の
強
化
」
を
具
現

化
す
る
べ
く
、
11
月
６
日
開
催
の
臨
時

総
代
会
に
お
い
て
、
令
和
３
年
５
月
下

旬
の
支
店
統
廃
合
に
つ
い
て
ご
承
認
を

頂
き
ま
し
た
。
皆
様
の
身
近
な
支
店
が

閉
鎖
さ
れ
る
こ
と
へ
の
無
念
さ
は
察
す

る
に
余
り
あ
り
ま
す
が
、
組
合
員
各
位

の
深
い
ご
理
解
に
感
謝
申
し
上
げ
る
次

第
で
す
。

　

ま
た
、
老
朽
化
等
に
よ
り
建
て
替
え

が
課
題
と
な
っ
て
い
た
志
賀
農
機
セ
ン

タ
ー
お
よ
び
富
来
支
店
に
つ
い
て
は
い

ず
れ
も
新
築
移
転
が
実
現
し
ま
し
た
。

一
方
で
、
令
和
４
年
４
月
を
目
途
に
検

討
を
進
め
て
い
た
能
登
地
区
６
Ｊ
Ａ
の

広
域
合
併
に
つ
い
て
、
当
Ｊ
Ａ
は
時
期

尚
早
と
し
て
不
参
加
を
決
定
し
ま
し
た

の
で
、
引
き
続
き
当
面
の
間
Ｊ
Ａ
志
賀

と
し
て
地
域
農
業
振
興
と
地
域
社
会
の

活
性
化
に
向
け
最
善
の
努
力
を
し
て
参

る
所
存
で
す
。

　
Ｊ
Ａ
の
収
益
環
境
は
一
段
と
厳
し
さ

を
増
し
て
い
ま
す
が
、
合
理
化
・
効
率

化
に
よ
る
経
営
基
盤
強
化
の
一
方
で
組

合
員
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
・
向
上
を
図
り
、

変
革
期
に
お
け
る
新
た
な
Ｊ
Ａ
像
を
確

立
す
べ
く
役
職
員
一
同
日
々
努
力
を
重

ね
て
参
り
ま
す
の
で
、
組
合
員
の
皆
様

に
は
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
、
ご
愛
顧
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
あ
た
り
、
皆
様
の
ま
す
ま
す

の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
ご
祈
念
申
し
上

げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

代
表
理
事
組
合
長　

新
谷　

克
己

常
務
理
事　
　
　
　

藤
田　

修
一

常
務
理
事　
　
　
　

岡
塚　

忠
浩

理　
　

事　
　
　
　

吉
野　

成
明

理　
　

事　
　
　
　

稲
岡　

利
男

理　
　

事　
　
　
　

高
井　

政
義

理　
　

事　
　
　
　

中
川　

信
幸

理　
　

事　
　
　
　

野
村　

時
夫

理　
　

事　
　
　
　

大
石　
　

守

理　
　

事　
　
　
　

前
田　

明
美

理　
　

事　
　
　
　

谷
山　

秀
信

理　
　

事　
　
　
　

蟹
屋
敷
政
和

理　
　

事　
　
　
　

幸
地　

厚
子

理　
　

事　
　
　
　

安
田　
　

朗

理　
　

事　
　
　
　

石
川　

外
司

理　
　

事　
　
　
　

笘
谷　

秋
美

理　
　

事　
　
　
　

谷
口
和
喜
夫

理　
　

事　
　
　
　

山
本　

茂
伸

理　
　

事　
　
　
　

古
川　

勇
二

代
表
監
事　
　
　
　

島
田
多
加
夫

監　
　

事　
　
　
　

嶋
中
不
二
雄

監　
　

事　
　
　
　

田
頭　

善
彦

監　
　

事　
　
　
　

小
橋　

敦
郎

員
外
監
事　
　
　
　

高
山　
　

孝

新年あけましておめでとうございます

20202121

代
表
理
事
組
合
長

　
　
　

新　

谷　

克　

己

〜 
変
革
期
を
迎
え
、

更
な
る
地
域
社
会
と
の

共
存
を
目
指
し
て 

〜



③　ＪＡしか　2021. １

　11月６日（金）午前10時30分より志賀町文化ホールにて臨時総代会を開催いたし
ました。総代520名うち、502名（本人出席８名、議決権行使書による出席494名）
の出席により会議が成立し、議長に花島守男総代を選任し議案を審議いたしました。
　慎重なる審議の結果、提出した議案は可決・承認されました。

【審議事項】

第１号議案　支店統廃合について
Ⅰ．支店統廃合の背景
　ＪＡをとりまく情勢
　 ① 地域人口の減少と高齢化（＝組合員の減少）
　 ② 担い手への農地集積による生産農家数減少（＝ＪＡ事業利用量の減少）
　 ③ 各種施設の老朽化（＝修繕コストおよび設備更新費用の増大）
　 ④ 新卒者採用難に伴う恒常的人手不足（＝十分な機能発揮能力の低下）
　 ⑤ 農協法改正に伴う内部管理態勢の強化（＝管理・監査部門の要員・費用の増大）
　 ⑥ マイナス金利政策の長期化（＝金融・共済部門の収益圧迫）

Ⅱ．支店統廃合の必要性
　当ＪＡの旧志賀町管内における支店網は、より組合員に近い場所に事業拠点を置き、きめ細かいサービ
スを提供することが理想的であると考え、平日休業制度も採り入れ６支店体制の維持に努めてきた。
　しかしながら、昨今のＪＡ組織を取り巻く諸情勢を踏まえると、現状の支店体制を継続していくことが困
難であることは、既に監査・検査をはじめ話題に上っていたところである。また、少人数体制の為、職員の
教育研修等の機会が失われる場合やサービスの低下、労務管理・防犯上の課題が懸念される状況である。
　こうした情勢・背景により、当ＪＡ自身が組織・経営基盤を強化し、今後も継続的に組合員・利用者の
負託に応えていくことを優先し、支店統廃合を実施することとする。

Ⅲ．統廃合の内容
　旧志賀町管内の６支店（中甘田、下甘田、志加浦、加茂、上熊野、土田）
を廃止し、本店業務課と併せ「中央支店」を新設する。店舗は本店１階に
置く。（本店（敷地・構内施設含む）については改修工事を行う。）

Ⅳ．統廃合の時期（予定）
　　令和３年５月下旬

Ⅴ．統合後の「中央支店」の体制
１．支店規模
　 ① 組合員数（令和２年３月末基準）　3,535 名　　 ② 貯金残高（令和２年７月末基準）　29,516 百万円
　 ③ 貸付残高（令和２年７月末基準）　2,700 百万円　※地方公共団体取引は本店扱いとする。
２．業務体制
　 ① 県下でも最大クラスの支店となることから、信用・共済・購買窓口を置き、15名前後の職員を配置する。
　 ② 旧６支店と高浜・堀松エリアの計８エリアを「北部エリア」「中部エリア」「南部エリア」の３ブロッ

クに分け、ブロック担当制を敷く。
　 ③ 信用・共済渉外体制：共済推進を中心とした専任渉外員を設置し、きめ細やかな訪問活動により、各

種の取次や相談に応じる体制を整備する。
　 ④ 営農部門：本店営農部と営農センターが中心となり、相談体制、指導体制を強化する。

Ⅵ．統廃合後の現支店の運営
 　　当面の間は、週２日ないし３日、半日直を置く。
 　　ただし、信用窓口業務を行わないことから、利用実態を検証しつつ段階的に閉鎖する。

臨時総代会開催令和２年度

本　　店

中央支店 富来支店
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11
月
26
日
、
こ
ろ
柿
部
会
は
、
志
賀
町

安
津
見
に
あ
る
こ
ろ
柿
加
工
セ
ン
タ
ー
に

て
、
本
年
度
の
出
荷
に
あ
た
り
格
付
け
目

合
せ
会
を
開
催
致
し
ま
し
た
。
開
催
に
先

立
ち
新
谷
組
合
長
か
ら
は
、
参
加
さ
れ
た

部
会
員
の
方
々
に
、
最
高
級
品
と
し
て
位

置
づ
け
る
「
プ
レ
ミ
ア
ム
」
規
格
を
は
じ

め
と
す
る
「
能
登
志
賀
こ
ろ
柿
」
の
高
品

質
生
産
と
安
定
出
荷
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

　

格
付
け
目
合
せ
会
で
は
、
営
農
部
か
ら

当
日
検
査
さ
れ
た
こ
ろ
柿
で
、
大
き
さ
に

よ
る
階
級
・
外
観
の
色
等
で
格
付
け
さ
れ

る
規
格
区
分
の
説
明
や
出
荷
時
の
留
意
点

等
の
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

　
「
能
登
志
賀
こ
ろ
柿
」
は
、
平
成
30
年

↑規格の説明を受ける生産者

個包装機による作業

高
品
質
生
産
を
目
指
し

　
　
　

出
荷
品
質
を
確
認

こ
ろ
柿
部
会 

格
付
け
目
合
せ
会
を
開
催

度
か
ら
個
包
装
機
２
台
を
導
入
し
、２
Ｌ
．

Ｌ
階
級
に
対
し
個
包
装
出
荷
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
本
年
度
か
ら
は
、
３
Ｌ
階
級

に
対
し
て
も
個
包
装
出
荷
を
行
う
計
画
を

し
て
い
ま
す
。

　

更
に
は
、
本
年
度
か
ら
予
て
か
ら
要
望

の
あ
っ
た
、
ハ
ー
フ
箱
（
個
数
が
通
常
の

半
分
）
の
出
荷
も
計
画
し
て
お
り
、
消
費

者
の
皆
様
に
は
お
買
求
め
や
す
い
商
品
と

し
て
販
売
す
る
予
定
で
す
。

　

本
年
産
こ
ろ
柿
は
、
年
明
け
12
日
ま

で
の
間
、
計
17
日
間
の
検
査
日
を
設
け
、

昨
年
度
計
画
よ
り
３
，
０
０
０
箱
多
い
、

４
０
，
０
０
０
箱
の
安
定
出
荷
を
計
画
し

て
い
ま
す
。
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11
月
30
日
、金
沢
市
中
央
卸
売
市
場
で
、

「
能
登
志
賀
こ
ろ
柿
」
の
初
競
り
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
新
谷
組
合
長
、
岡
塚
常
務
を

は
じ
め
営
農
部
職
員
が
市
場
へ
出
向
き
、

新
谷
組
合
長
か
ら
競
り
開
始
前
に
参
加
さ

れ
る
仲
卸
、
小
売
り
各
社
の
方
々
に
有
利

販
売
の
お
願
い
を
行
い
ま
し
た
。

　

金
沢
市
場
へ
は
初
競
り
に
合
せ
２
，
１

８
３
箱
を
出
荷
し
、
そ
の
中
か
ら
３
Ｌ

（
12
個
入
り
）
１
箱
が
昨
年
の
20
万
円
を

上
回
る
過
去
最
高
価
格
の
25
万
円
で
競
り

落
と
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
最
高
の
評
価
を
頂
い
た
こ
と
に
対

し
、
部
会
員
の
皆
様
に
ご
報
告
で
き
る
こ

と
、
大
変
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　

競
り
落
と
し
た
の
は
青
果
卸
業「
堀
他
」

で
、同
社
が
経
営
す
る
カ
フ
ェ「H

O
RIT
A

205

」（
金
沢
市
野
田
２
丁
目
）
で
デ
ザ
ー

ト
な
ど
に
使
用
さ
れ
ま
す
。

初
競
り
で
過
去
最
高
価
格
更
新

（
金
沢
市
中
央
卸
売
市
場
）

３
L
（
12
個
入
り
）
１
箱
25
万
円
‼

イス60脚

本棚

チェーンブロック テーブル4台 キャビネット

イス30脚

　富来支店及び志賀農機センターの新築に伴い、備品等
を新たに購入した結果、今まで使用していた備品等につ
き不要となったものが出てきました。
　つきましては、希望される組合員の方に無償譲渡しま
すので希望者は下記期日に富来支店まで申出て下さい。

　受付期間：１月13日（水）～15日（金）

　連 絡 先：JA志賀 富来支店　℡0767-42-2111

富来支店及び志賀農機センター新築にかかる備品等の処分について
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　JA志賀 志賀農機センターが完成し、12月４日に修祓・竣工式を開催
しました。
　式典では新谷組合長の挨拶の後、石田忠夫県議会議員と小泉勝志賀町長
からの祝辞をいただき、寺井強町議会議長による乾杯が行われました。
　施設の老朽化に加え近年の大型農機具への対応から移転新築が課題となっていました。
　志賀町のご理解により、隣接の「育苗センター」、「カントリーエレベーター」、「低温倉庫」と併せ志
賀地域の農業関連施設を一カ所に集約することができました。
　新たな「志賀農機センター」は従来施設の2倍強の作業スペースと最新の設備を有し、安全・安心をモッ
トーに生産者ニーズに万全な体制で臨みますので、組合員の皆様のご利用をお待ちしております。

新  志賀農機センター竣工！新  志賀農機センター竣工！

　客溜り 　修理作業場

修祓式



⑦　ＪＡしか　2021. １

新築オープン記念展示会が
開催されました。

　志賀農機センターの新築に伴い、組合員の皆様へ
のお披露目も兼ねまして12月５日に展示会を開催
し、展示即売の他「農機具安全講習会」「農薬安全講
習会」も開催し、「農機具安全講習会」では必要とな
る免許等についての説明も行いました。
　当日は多くのお客様に来場いただき新しい農機セ
ンター事務所をご覧いただきました。
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* 。 * 20.315 15.315 5 。
* 。 * 。

「年金宅配便」「年金宅配便」
ご利用のお知らせご利用のお知らせ

　令和３年５月の支店統廃合により、新たな中央支

店（本店１階）への来店が困難なお客様に対し、６月

以降の年金の払い出しにご不便をきたすことのない

よう、現在「年金宅配便」の検討を進めています。

　皆さまの大切な年金を確実にお届けするべく、日

程や手続など詳細が決まり次第お知らせしますの

で、引き続きJA志賀を年金受給の指定口座として

いただきますようお願いします。


